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市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
下
水
道

事
業
に
つ
き
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
を
平
成
18
年
4
月
よ
り
改

定
（
値
上
げ
）
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

下
水
道
は
、
健
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の

確
保
と
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
を
図
る

た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
都
市

施
設
で
す
。
当
市
に
お
い
て
も
、
市
政
の
最

重
要
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
事
業
の
推

進
に
鋭
意
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
16
年
度
末
現
在
で
約
2
2
、
8
0
0

人
の
皆
様
が
下
水
道
を
利
用
で
き
る
と
こ
ろ

ま
で
整
備
が
進
み
、
約
1
9
、
0
0
0
人
の

皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
清
潔
で
快
適
な

生
活
を
実
感
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆
使
用
料
改
定
の
考
え
方
、
理
由

汚
水
を
処
理
す
る
に
は
、
下
水
道
の
清
掃

や
処
理
場
の
運
転
な
ど
の
施
設
を
維
持
管
理

す
る
た
め
の
費
用
（
維
持
管
理
費
）
と
下
水

道
を
建
設
す
る
た
め
に
借
り
た
お
金
（
市
債
）

の
返
済
に
あ
て
る
費
用
（
資
本
費
＝
元
金
＋

利
子
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
費
が
か
か
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
経
費
は
、
使
用
者
が
特
定
さ
れ

る
施
設
で
あ
り
、
使
用
者
は
生
活
環
境
の
改

善
な
ど
の
利
益
を
受
け
る
こ
と
、
ま
た
、
汚

水
は
排
出
者
と
排
出
量
が
明
確
で
あ
り
、
私

的
性
格
が
強
い
こ
と
か
ら
私
費
（
下
水
道
使

用
料
）
で
賄
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
汚
水
を
1
k
処
理
す
る
た
め
に
要
す

る
経
費
（
汚
水
処
理
原
価
）
は
、
4
9
8
円

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
使
用
料
で
そ
の
う
ち

1
4
8
円
を
賄
い
、
残
り
は
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
で
補
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
負
担
を

増
や
す
こ
と
で
補
お
う
と
す
る
と
、
本
来
、

一
般
会
計
で
す
る
べ
き
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
影

響
を
及
ぼ
し
、
ま
た
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
地
域
に
住
む
市
民
に
も
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
た
め
不
公
平
感
が
深

ま
る
と
い
う
問
題
も
生
じ
て
き
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
資
本
費
に
占
め
る
使
用
料

対
象
経
費
の
割
合
を
15
％
か
ら
25
％
に
引
き

上
げ
る
な
ど
の
見
直
し
を
行
い
、
使
用
料
改

定
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
な
お
、
維

持
管
理
費
に
つ
い
て
は
全
て
使
用
料
で
賄
わ

れ
て
い
ま
す
）。

現
在
、
当
市
で
は
地
理
的
な
条
件
な
ど
に

よ
り
、
一
部
を
国
の
地
方
交
付
税
に
よ
り
賄

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
の
交
付
税
算

定
方
法
の
見
直
し
に
よ
り
、
今
ま
で
の
料
金

の
場
合
、
交
付
税
の
算
入
が
行
わ
れ
な
い
こ

と
と
な
り
ま
す
。
そ
う
な
っ
た
場
合
、
現
在

の
交
付
税
分
を
使
用
料
で
賄
う
と
す
れ
ば
、

高
額
の
料
金
と
な
り
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
だ
け
で
補
う
と
す
れ
ば
、
ほ
か
の
行
政

経
費
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
市
民
サ

ー
ビ
ス
へ
影
響
し
な
い
よ
う
、
ま
た
市
民
の

皆
さ
ん
に
不
公
平
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
、

今
ま
で
ど
お
り
交
付
税
が
算
入
さ
れ
、
で
き

る
だ
け
少
な
い
負
担
と
な
る
料
金
に
改
定
し

ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
り
快
適
な
生
活
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
て
下
水
道
の
整
備
と
効
率
的
な

運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
下
水
道
使
用
料
改
定
の
要
旨

①
改
定
時
期

平
成
18
年
4
月
使
用
分
よ
り
使
用
料
が
改

定
さ
れ
ま
す
（
新
料
金
の
請
求
は
平
成
18
年

5
月
分
か
ら
で
す
）。

②
改
定
内
容

③
収
支
計
画

※
今
回
の
改
定
は
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
使
用
料
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

世
界
中
で
「
地
球
の
環
境
を
守
ろ
う
」
と

い
う
エ
コ
ロ
ジ
ー
運
動
が
活
発
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
永
遠
に
、
快
適
な
生

活
を
し
て
い
く
た
め
に
は
こ
う
し
た
自
然
環

境
を
い
つ
ま
で
も
正
常
で
美
し
い
ま
ま
守
っ

て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
人
々
の
暮
ら
し
が
便
利
・
高
度

化
す
る
に
つ
れ
て
、
こ
う
し
た
環
境
は
徐
々

に
破
壊
さ
れ
続
け
か
ね
ま
せ
ん
。「
下
水
道
」

は
、
破
壊
が
進
ん
で
い
る
環
境
を
守
り
、
改

善
を
し
て
い
く
た
め
の
大
切
な
社
会
的
基
幹

施
設
で
す
。

下
水
道
は
日
常
、
あ
ま
り
私
た
ち
の
目
に

触
れ
、
そ
の
存
在
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
や
産

業
・
経
済
の
活
動
に
よ
っ
て
出
さ
れ
る
汚
水

が
自
然
や
都
市
の
中
に
拡
散
し
な
い
よ
う
集

め
、
き
れ
い
に
す
る
と
と
も
に
、
大
雨
に
よ

る
被
害
か
ら
人
々
の
生
命
や
財
産
を
守
る
働

き
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
下
水
道
は
い
わ
ば
、
人
間

の
身
体
の
「
静
脈
」
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
一

日
も
早
く
私
た
ち
の
ま
ち
は
も
と
よ
り
、
日

本
の
隅
々
に
ま
で
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

◆
下
水
道
の
役
割

み
ん
な
の
快
適
な
暮
ら
し
と
美
し
い
自
然

を
守
る
、
そ
れ
が
下
水
道
の
役
割
で
す
。

●
生
活
環
境
の
改
善

汚
い
ド
ブ
が
な
く
な
り
、
蚊
や
ハ
エ
、
悪

臭
の
源
を
断
ち
、
周
辺
環
境
を
改
善
し
ま
す
。

●
ト
イ
レ
の
水
洗
化

清
潔
で
快
適
な
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る
よ

う
に
な
り
、
悪
臭
の
な
い
、
さ
わ
や
か
な
生

活
が
で
き
ま
す
。

●
浸
水
の
防
除

大
雨
が
降
っ
て
も
、
す
ば
や
く
流
し
て
し

ま
う
た
め
浸
水
の
心
配
が
な
く
、
災
害
か
ら

大
切
な
財
産
を
守
り
ま
す
。

●
水
質
の
保
全

家
庭
や
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
を
、

下
水
処
理
場
で
浄
化
し
て
川
や
海
に
放
流
す

る
た
め
、
美
し
い
自
然
が
守
ら
れ
ま
す
。

◆
下
水
道
財
政（
平
成
16
年
度
決
算
よ
り
）

汚
水
幹
線
整
備
と
併
せ
て
汚
水
枝
線
の
整

備
を
進
め
た
結
果
、
16
年
度
末
で
処
理
区
域

が
7
0
8
・
9
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
水
洗
化
人
口

が
1
9
、
0
0
7
人
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
下
水
道
普
及
率
は
57
・
1
％
、
水

洗
化
率
は
83
・
1
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
決

算
状
況
を
み
る
と
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に
18

億
3
3
8
万
円
で
す
が
、
歳
出
に
占
め
る
公

債
費
償
還
額
（
借
金
返
済
額
）
は
58
・
9
％

で
、
財
源
不
足
を
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

で
補
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

ま
た
、下
水
道
の
建
設
は
、一
般
に
事
業
の

完
成
に
長
い
年
月
を
要
す
る
上
に
集
中
的
に

多
額
の
投
資
を
必
要
と
し
ま
す
が
、そ
の
事
業

効
果
が
長
期
に
わ
た
る
の
で
、財
源
に
つ
い
て

は
地
方
債
を
充
て
て
い
ま
す
。
そ
の
地
方
債

の
16
年
度
末
の
市
債（
借
金
）残
高
は
、
1
0

7
億
7
9
7
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
今

後
の
下
水
道
経
営
は
経
費
を
抑
制
し
つ
つ
、

事
業
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
い
く
こ
と

が
、
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
経
営
改
善
に
よ
る
経
費
節
減
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
事
業
運
営
に
的

確
に
対
応
し
た
効
率
的
な
執
行
体
制
整
備
に

努
め
、
経
営
体
質
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

M
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●汚水1Kの処理に必要な経費�
　（平成16年度）�

支出�
498円�
100％�

一般会計繰入金�
350円�
70.28％�

使用料収入�
148円�
29.72％�

●汚水処理経費の負担金区分�

（
維
持
管
理
費
）�

（
資
　
本
　
費
）�

私費（下水道使用料）�

私費�
（15％→25％）�
（下水道使用料）�

公費�
（85％→75％）��
（一般会計繰入金）�

●下水道使用料計算方法� ●下水道使用料金表�

（基本料金＋超過料金）×1.05（消費税）＝請求金額�
 　　　（1円未満の端数切り捨て）�

�

 ●月21K使用した場合の計算例�

 基 本 料 金 ： 10K 基本料金  1,300円（1,200円）�

 超 過 料 金�

 ・11～20K ： 10K×135円 1,350円（1,250円）�

 ・21～50K ：   1K×150円 150円（   140円）�

 　合　計　   21K 2,800円（2,590円）�
�
請求金額　2,800円（2,590円）×1.05＝2,940円（2,719円）�

（消費税を除く）�

 区　分 排水汚水量 旧料金 新料金�

 基本料金 10Kまで（基本料金） 1,200円 1,300円�

  11K～  20K（1Kあたり） 125円 135円�

 
超過料金

 21K～  50K（1Kあたり） 140円 150円�

  51K～200K（1Kあたり）  150円 160円�

  201K以上（1Kあたり） 155円 170円�

○平均改定率　8.11%

※（　）内は旧料金による使用料�

歳　出�
18億338万円�

歳　入�
18億338万円�

公債費�
10億6,283万円�
58.9％�

一般会計繰入金�
7億4,963万円�
41.5％�

下水道使用料�
3億6,731万円�
20.4％�

市債�
5億3,870万円�
29.9％�

国庫補助金�
1億円�
5.5％�

受益者負担金�
3,717万円�

2.1％�
手数料・雑入�
1,057万円�
0.6％�

下水道管理費�
1億6,694円�
9.3％�

下水道建設費�
4億2,243万円�
23.4％�

流域下水道費�
1億5,118万円�

8.4％�

内訳�
元金  6億8,294万円�
利子  3億7,989万円�

（単位：百万円）�（単位：百万円）�

 区　　　分 18年度 19年度 20年度 21年度� 区　　　分 18年度 19年度 20年度 21年度�

歳　入�

下 水 道 �
使 用 料 �

一般会計�
繰 入 金�

国庫補助金 �

市　　　債 �

そのほかの収入�

合　　計 �

改定後�

現　行�

差　引�

改定後�

現　行�

差　引�

 411 425 440 452�

 380 394 407 419�

 31 31 33 33�

 523 489 475 456�

 554 520 508 489�

 △3１ △31 △33 △33�

 135 105 80 20�

 488 412 399 339�

 33 34 28 33�

 1,590 1,465 1,422 1,300

 83 69 72 75�

 402 297 257 143�

 151 157 168 168�

 636 523 497 386�

 954 942 925 914�

 1,590 1,465 1,422 1,300

歳出�

下水道�
事業費�

公債費�

合　　計�

下水道管理費�

下水道建設費�

流域下水道費�

計�

公債費�

※市債（建設費にかかる借金）の平成16年度末における�
　未償還残高は107億797万円です。�

下
水
道
っ
て
、な
ん
だ
ろ
う

〜
下
水
道
、
い
つ
か
は
私
に
も
ど
る
水
〜�

平
成
18
年
4
月
か
ら
下
水
道
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す


